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This paper seeks to describe various practices of users at Ikebukuro Nishiguchi Park by 
observing the temporal phase of a day. Ikebukuro Nishiguchi Park is the center of cultural space 
located in the west side of Ikebukuro station in Tokyo. This park will be redeveloped in 2019 by 
the local government under the cultural policy "Toshima International City of Art and Culture". 
The redevelopment will change park facilities’ and ways of utilization. This case study will 
highlight on how cultural policy influences life experiences and contribute new knowledge to 
Ikebukuro studies (Ikebukuro-Gaku). 
 







この目的設定の背景には、2017 年 9 月に豊島区から発表された西口公園の再整備計画がある。 
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5 月 25 日の夜、ステージでパフォーマンスをしていた男性が「いいっすね～自由な感じで。
－ 78 － 
将棋してる人がいたりして。来てすぐわかりました。最高です！」と叫んだ。彼の言葉には、
西口公園の特性が集約されているように思われる。西口公園は公園全体がステージであり、飲
酒や将棋、演奏、おしゃべりなどのさまざまな実践が展開される1つの「舞台」なのである。
つまり「劇場都市」における「野外劇場」への変貌を待たずして、西口公園はすでに人びとの
行為と、その集合によって生まれる西口公園独特の風景が現れる舞台として存在している。 
しかし、これまでの記述で明らかになったように、西口公園を舞台として営まれる人びとの
実践は、毎日、あるいは1日を通して決して均質ではない。西口公園は早朝、朝、日中、夜、
深夜の5つのフェーズで異なる姿をみせた。時間帯によって場の主役は変化し、それと同時に
人びとの行為も変質していく。では、利用者の行為をうながし、フェーズを作りだしていたも
のは何だったか。今回明らかになったのは、社会的要因や周囲の環境である。通勤・通学や公
共交通機関の始発・終発といった生活のなかの時間的条件に加え、季節や天候、日差しといっ
た自然環境的条件、人びとの滞在や通過をうながす公園設備、そして西口公園で開催されるさ
まざまなイベントが、公園の利用者に影響を与えている。たとえば日中のフェーズでは、人び
とは植栽の日陰に集って将棋や居眠りをし、また夜のフェーズでは、日没によって見通しが悪
くなったことを契機に、それぞれのパフォーマンスや酒盛りが展開されていた。西口公園にお
いては、種々の条件が複合的に混ざりあうことで、人びとの行為が生みだされ、結果的に5つ
のフェーズに区分されたような行為の「まとまり」が形成されている。公園を利用する主役や
その行為は、時間や周囲の環境、公園設備などの「舞台装置」と無関係にあるわけではない。 
再整備の問題に立ち返ると、西口公園は、再整備によって公園設備が大きく変化することが
予想されている。ならば、公園における人びとの行為や公園利用のフェーズもまた、設備の変
化によって変質するはずだ。人びとの行為の舞台としての西口公園は、再整備による「劇場化」
を経て、どのような舞台に変貌を遂げるのだろうか。現在の公園でみられる営みは、「劇場化」
によって消え去るのか、それとも別のかたちで継続していくのか。だとしたら、どのように？
これらの問いを継続的に探究することにより、西口公園のみならず、豊島区における再整備や
文化政策の影響を考察することが可能となる。すでに始まりつつある再整備の過程を丹念に追
い、「劇場化」による人びとの営みのゆくえを追うことが、今後の筆者たちの課題である。 
 
 註 
(1) 豊島区は2019年の東アジア文化都市に認定された。東アジア文化都市とは日中韓で行っている文化交
流事業であり、毎年各国1つの都市が認定され相互交流やイベントが開催されている（東アジア文化
都市2019豊島準備委員会 2018）。 
(2) 図1にある噴水は、2018年7月に撤去されている。 
(3) 本来、西口公園では飲酒や喫煙が禁止されており、それを示す看板が設置されている。 
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